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フラン ドル農法のイギ リス農業への移植
低穀物価格と新農法の導入
ノーフォーク農業の発生 と特質
ノーフォーク農業の限界と高度集約農業の必要性
(1)フラン ドル農法のイギ リス農業への移植
18-19世紀 の イ ギ リスに お け る資本 主 義 的 農 業 の 代表 的形 態 と し て,18世
紀 の ノー フ ォ 一ーク農 業(Norfolkhusbandry,Norfolkfarming,Norfolksystemof
husbandry)と19世紀 中 葉 の高度 集 約 農 業(highfarming)とをあ げ る こ とが で
き る。 ノー フ ォー ク農 業 は,「 資 本 の 本 源 的蓄 積」 を前 提 とし なが ら,し か も,
と くに17世 紀 の フ ラ ン ドル 農業(Flemishhusbandry,Flemishfarming,Flemish
system・fhusbandry)のイギ リスへ の移植 導 入 に よ って もた ら され た も の で あ
り,高 度 集 約農 業 は,「 本 源 的 蓄 積 」 の 完 了 と産業 革 命 の 成 果 を前 提 と し な が
ら,産 業 資 本主 義 確 立 期 に お い て ノー フ ォー ク農業 を よ り体 系化 した 農業 生産
形態 で あ った と言 い うる。
ク ロー バ ー(clover)やrye・grassなどの 牧 草類 の種 子 の輸 入 は,1620年 以
後規 則 的 に オ ラ ン ダか ら行 なわ れ た 。 イギ リス に お け るか ぶ ら(turnips)など
の飼 料 用 根 菜 類 や 牧 草 の栽 培 は,当 時 の イギ リス の大 土 地 所有 者 で あ り,王 党
派 に所 属 し,カ トリヅ ク教 徒 で あ ったサ ー ・リチ ャー ド ・ウ ェス トン(SirRi-
chardWeston)がクPン ウ・エル 革 命 を 中心 と した 内乱 期(CivilWars,1642-1649)
に ネ ザ ー ラン ドに 強 制亡 命 させ られ て放 浪 して い た とき,フ ラ ン ドル農 業 に 関
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す る見 聞か ら ヒン トを え て行 なわ れ る よ うに な った とみ られ て い る。 痩 地 の栽
培 に必 要 な ク ロー バ 一ー・eとか ぶ ら の重 要 性 に つ い て は,ウ ェス トン に よ って1645
年 に執 筆 され,サ ミュエ ル ・バ 一ー一トリブ(SamuelHaftlib)によ って1650年に
最 初 に公 刊 され た 「ブ ラ バ ン と フ ラ ン ドル}こお け る農 業 講 話」(Discoursof、Hus-
bandrieusedinBrabantandFlanders)の中 で詳 説 され て い る(1)。
彼 は サ リー(Surrey)のサ ッ トン(Sutton)の領 地 に 帰 る と,フ ラン ドル 農 業
に 関す る知 識 を 実 行 に 移 した 。 痩せ た 砂 地 で の集 約 農 業 は,長 い 間 低 地方 諸 国
くL。wC。血tries)にお い て 行 な わ れ て きた。 そ こに お い ては,規 則 的 に休 耕 地
(fallow)を設 定 す る こ とを 避 け るた め に,牧 草 と濃 厚 肥 料 との使 用 が 行 なわ れ,
うね ま
しか も大量の農業生産物 をえ るために,苗 床(bed)の使用 と条播栽培=畝 蒔 き
栽 培(rowcultivation)とが行なわれていた。 これ らの農業 生産方法は,北 海 を
渡 って,そ れ らの農法に適 した イギ リスの諸地域において採用 され るよ うにな
った(2}。と くに イギ リス人が フラン ドル人か ら農業 におけ る科学的輪作(・cien-
tificrotation)にとって重要 な要 素であ るクローバー とかぶ らとを獲得 した こと
は 明白な る事実で あ ったc3}。
ロー ド・アー ンル(LordEmle)は,「ウェス トソの名前 か ら常 に連想 され る
重要 な変革は,根 菜類 とク ローバーの栽培 を基礎 にした農産物の新 しい輪作制
度 の導入 を行 な った とい う.ことであ る」 とし,さ らに彼は,ア ーサー ・ヤソ グ
(ArthurYoung,1741-一一1820)がウ ェス トンを 「サー ・ア イザ ック ・ニ ュー トン
(SirIsaacNewton,1643-1727)以上 の大恩人」 として尊敬 してい る点を 強調 し
てい る礼
ウェス トンは,フ ラン ドルに亡命中,フ ラン ドル農法,と くに亜麻,ク ロー
バー,か ぶ らな どの栽培法について研 究 した。 その結果,彼 は,ク ローバーの
栽培 にあた っては,ま ず健全 な土地を確保す るため に雑 草や灌木を切 りは らっ
て焼 き,石 灰を散布すべ きであ り,次 に ク ローバーの種子 は,1エ ーカーにつ
いて種子10ポ ン ドの割合で3月 下旬か ら4月 にかけて播種すべ きであ り,な
お さらに クローバー の種子を一度播いた ら5年 間その ままに して栽培すべ きこ
とを,イ ギ リス人に前記 の書物の中で注意を与えてい る。 とにか く飼料用根菜 ・
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類,ク ローバ ー,そ の他 の牧草類 の移植導入は,イ ギ リス農業 に一大変革を も
た らす こととな った。
VanHoutteは,フラン ドルの農民が世界で最初に クローバー とかぶ らを合
理的 な家畜飼育のために と り入れ,近 代的農業 生産 のための条件をつ くり出し
た ことを強調 してい る慨 すなわち,ブ ラバ ンや フラン ドル地方に おいては,
13世紀にかぶ らの栽培が始め られ,14世 紀にはかな り普及 し,そ れに対 して
クローバーの栽培は,同 じ地方において14世紀末葉 から開始 され た。 これ ら
の作物(と くにクローバーは,飼料として活用されると同時に緑肥として広 く利用され
ていた)は,家 畜 の飼育のために大量に栽培 された とともに,休 耕地 を最 小 限
に とどめたぼか りではな く,直 接土地 を肥や した り,家 畜の餌 とな って結果的
に家畜の糞尿を増産 して,小 麦(wheat)や大麦(barley)などの増産 に大 い に
役 立 った。 この よ うな農業生産方法は,ブ ラバ ンや フラソ ドル において,は や
くも16世紀には完成 した姿を とるにいた り,17-18世紀には ヨ・一ロッパにお
いてかな り有名な もの とな り,と くに イギ リス人 に よって注 目され ることとな
った⑥。
ブラバンや フラソ ドル地方においては,ク ローバーは主要作物 として栽培 さ
れ ていたが,か ぶ らは,冬 期穀物を収穫 した後の遊休化 した土地 と労働 力を活
用 した裏作 として栽培 され,そ して休耕地を まった く排除 した一種 の輪作が行
なわれ ていた。18世紀後半のイギ リスにおいては,土 地 囲込みをほ とん ど完
了 した後 の集中的な大土地所有制の下におけ る資本家的大借地農に よる農業経
営が主軸を占め ていたが,ブ ラパ ンや フラン ドル地方 において は,囲 込 み 地
(k。ppel)とくに小囲込み地 の形成 がいた るところでみ られ,そ れ らの小囲込み
地 を分散的に所有 していた大地主 の下におけ る小規模借地 農に よる農業経営が
18世紀後半のみならず,そ れ 以前か ら主軸 を占めていた(7L
(2)低穀物価格と新農法の導入
ミンゲイ(G.EMingay)は,オランダや イギ リスにおけ る家畜飼育へ の転換
とよ り集約的な農業生産方 法の採用が,17世 紀末葉 と18世紀 の前半におけ る
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低穀 物価格時代におい て明白な る事実 とな っていた ことを指摘 してい る(8)。
ジ ョンソン(AHJohnson)は,Hasbachの「イギ リス農業労働者」(Die
englischenLahdarbeiter)に基づ きなが ら,18世紀前半におけ るイギ リスの穀物
価格が,17世紀末葉か ら18世紀 の初頭に かけての穀 物価格 よ りもは るかに低か
った ことを指摘 し,さ らにそ のよ うな低穀物価格が地主すなわち当時 の土地貴
族 に生産費を縮 小させ,彼 らの獲得す る地代を増大せ しめ る何 らかの生産方法
を見つけ出す こ とを よぎな くさせた と同時に,今 までに何 ら地代 も支払われ な
、か った荒蕪地を囲込む ことに影響を及ぼ した ことを指摘 してい る。 さらに彼は,
少 な くともこの ことは,ミ ッ ドラン ド(Midlands)におけ る場合であるが,ノ
ー フ ォー ク(N・rfolk)やサ ァフ ォー ク(Suffolk)やその他 のい くつかの諸州に
お いて も,よ り高い地 代は,よ り科学的な生産方法の採用や,よ り多 くの生産
物 の生産 とを伴 うこととな った⑲}ことを強調 してい る。
穀 物価格は,17世紀末葉 か ら18世紀初頭 とくに1693年か ら1714年の20年
間 の平均価格が45シ リン グ8ペ ンスであ ったのに対 して,18世 紀 中葉 と くに
1715年か ら1765年の50年間の平均価格が34シ リング11ペンス とい うよ うに
よ り低廉 であったao「。1700年直前の時期 には,穀 物価格が68シ リングに も達
す る高値 を示 していた のに対 して,1700年か ら1765年の時期には,そ れが26
シ リングか ら48シ リソグの安値であ り,し か も,その平均価格が30シ リングと
い う状態 であ った旬。
また ノーフ ォーク と くにその西部 の羊毛は,最 初 フ ラソ ドルな どの ヨー ロッ
パ大 陸におけ る毛織物工業地帯にかな りの量 が輸 出され ていたが,イ ギ リス国
内 において毛織物工業に対す る保護が行なわれ るようにな って羊毛輸 出禁 止政
策 が とられ るよ うにな ると,ノ ーフ ォー クと くにその西部におけ る羊毛価格は
下落 しつづけ,羊 の値段 も農業 改良が行なわれ るよ うにな る頃 までには,以 前
よりもかなり下落した。そこで農業労働の大部分を羊毛生産と子羊生産用の牝
羊飼育に充当してきた農民や彼らに土地を提供していた大土地所有者は,古 く
からの主要な生産物である羊毛や羊の生産を減少させて,そのかわりに穀物や
肉牛の生産を新しい農業生産方法を使用して行なわざるをえない状態に陥 っ
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た〔田。
さらに18世紀に入 ると,イ ギ リスは もちろんの ことヨー ロッパ大陸に お い
て も,純 綿織物の代用 品である ファスチ ャン織が各国で よ りいっそ う大量に生
産 され る ようにな り,羊 毛 と羊の値段は よ りい っそ う下落 して,ノ ー フォー ク
西部 の羊毛 と羊 の生産地の人たちや,荒 蕪地の所有者や借地に よる農業経営者
に とって面 白 くない事態が よ り明白 とな った⑬。
以上 の ような小麦 な どを中心 とす る穀物や羊毛や羊の価格 の低落は,農 業に
おけ る近代的で合理 的な生産方法の開発 と実行,さ らにそれ らを実現す るため
の基盤 である 「本源的蓄積」,とりわけ土地 囲込みの推進 に よって中世的 な 「開
放耕地制度」を崩壊 させ て,自 由な土地利用を可能にす る近 代的な大 土地所有
制 を創 出す る方向にい ちじるしい影響を与えた。
(3)ノ ー フォー ク農業の発生 と特質
ミン ゲイに よれば,ク ローバーや飼料用根菜類 と くにかぶ らは,17世紀の中
葉ない しは末葉においては,い くつかの土地 囲込みが行 なわれ ない地域 におい
て,小 規模 ではあ ったが栽培が開始 されつつ あった。 しか しなが ら,よ り大規
模な面 積へ のそれ らの導入 と普及についての証拠がためは,最 近始め られたば
か りである。彼に よれ ば,か ぶ らは,最 初 ノーフ ォー ク中央 部 とサ ァフ ォー ク
の高地の2:-3の孤立 した地域におけ る畑作物 として栽 培 され てい た。 小規模
農地におけ る根菜類 とくにかぶ らは,最 初畜牛 に対す る追加的飼料 として,ま
たは乾 草用作物に対す る代替物 として,そ してその乾草用作物が不足 した場合
の危険防止手段 として栽 培が試み られた よ うに思われ る。18世紀 の中葉にいた
っては じめてかぶ らは,ノ ー フ オー ク農業 の本格的形成地であ った ノー フ オー
ク北西部 の土地改良が可能 な砂質壌土に まで普 及したのであ り、 さらに多 くの
家畜を飼育す るための輪作 におけ る主要な構成要因 として と り入れ られ るにい
た った⑭。
小麦,大 麦 な どの現 金作物 と家畜の飼育に必要 な クローバーやかぶ らな どの
栽培 時におけ る合理的結合に よって もた らされ る輪作の発展は,18世紀の中葉
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までには,ノ ー フォー ク北部の地域 の一大特質をなすにいた った。 ノー フ ォー
クの輪作が正確には どんな ものであ ったか とい うことについては,当 時の人た
ちの間にはい くつかの議論が存在 していた。す なわ ち ノー フォー ク北 西部につ
いて記述 してい るウ ィリアム ・マ 一ーシャル(Wi】1iamMarshall)は,1787年に
す くな くとも過去100年間実行 されていた農法 として,小 麦,'大麦,か ぶ ら,
大麦,ク ローバー,rye-grassの輪作につ いて言及 してい る⑮。
しかしアーサー ・ヤン グば,ノ ー フ ォー クについ て熟知 してお り,ソ ー フォ
'一クにおげ る真の輪作は,小 麦,か ぶ ら,大 麦,ク ローバーの順序 での四輪作
(four・c・urser・tation)であ りた と考えてお り,し か も彼は,そ れ の中心地は,ノ
ー フ ォー ク北 西部 の砂質壌土 の地域であ る と考えていた。 アーサー ・ヤン グに
よれば,ノ ー フォー ク農業の他の特徴は,1エ ー カー当 り125-150ポン ドの
経費 で,泥 灰土(marl)施用 に よって痩せた土地を肥沃 にす るに必 要 な 巨額 の
資金を支出す ることがで きる資本家的借地 農が存在 し,し か も彼 らに よっての
安 い地代での長期借地 契約 の下 で、 維持管理 され ていた大農場が存在 していた
とい うことであ ったae。なお彼 は,数 千工一 カーに も達す る巨大 な農場が砂質
壌土 の ノー フ ォー クに存在 していた ことを説明 している⑰。
疑 いえない事実は,農 耕地 の牧草地への転換 お よび牧 草地 の農耕地への逆 の
転換,栄 養豊かな飼料 を供給す るための作物の導入,さ らに休耕地の縮 小を含
んだ改良 された農業が17--18世紀におけ るい くつ かの地方において 普 及 しつ
つあ った とい うことであ る。
長期間にわ た って イギ リス農業経済史研究に重要 な役割 を果 してきた アーン
ル と,そ の古典的労作であ る 「イギ リス農業の過去 と現在」(EnglishFarming
PastandPresent)は,政治的大立物で もあ ったチ ャール ズ ・タウンゼン ド(Ch・
arlesTownshend,1674-1738),すなわちか ぶ らのタウンゼン ド(TurnipTown・
shend)が1730年代に ノー フ ォー ク四輪作を 開始 し,し か もノー フ ォ 一ークにお
け る砂質壌土に泥灰 土を混入 して改良 し,そ うす ることに よ って 「2-3頭の
羊 が餓死す るよ うな,し か も2頭 の兎が草の葉 を求 めて争 うよ うな,何 の価値
もない植物が成長 している湿地や砂の多い荒蕪地」を,最 初に肥沃 な農耕地に
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転 換 した とい う認 識 を 勢 力的 に流 布 したas。ミン ゲ イは,以 上 の よ うな ア ー ン
ル の 説 明 が ケン ト(NathanielKent)やア ーサ ー ・ヤン グな どの根 拠 の な い 主張
に基 づ い て行 なわ れ て い る こ とを 強 調 して い る(た だ し,ノ ーフ ォークのレイナム
(Raynham)における多 くの領地の土地囲込みを タウンゼン ドが行なっ た とい うアーサ
ー ・ヤングの指摘 は,も ちろん正しい⑳ 。
前 述 した と ころ か ら も明 らか な よ うに,か ぶ らや ク ロー バ ー の栽 培 は,17世
紀 中 葉 以前 にす で に ブ ラバ ンや フ ラン ドル にお い て行 なわ れ てい た の で あ り,
四 輪 作 につ い て もそ の原 型 を前 記 の地 方 に お い て み る こ とが で き るの で あ り,
しか も砂 質 壌 土 へ の大 規 模 な泥 灰土 施 用 に つ い て はLynge家 の ア レン(Allen)
に 負 うと ころが大 で あ り,し か もそれ の 小規 模 施 用 につ い て は,そ れ 以前 に も
存 在 し て い た伽。
以 上 の と ころか ら も明 らか な よ うに,ノ ー フ ォー ク農 業 の 原 型 は,小 規 模 の
もの では あ るが,ブ ラバ ンや フ ラン ドル に 求 め る こ とが で き るの で あ り,さ ら
に それ ら の地 方 の農 法 を17世 紀 申 葉 以後 に と り入 れ た ノー フ ォク東 部 に 求 め
る こ とが で き る。 タ ウン ゼ ン ドの 功 績 は,ブ ラバ ンや フ ラン ドル か ら ノー フ ォ
ー ク東 部 な どに 導 入 され た 小規 模 で は あ るが 今 ま で よ りも合 理 的 な農 法 を
,ノ
ー フ ォー ク北 西 部 の 大 規 模 な 囲込 み が 完 了 した 農場 に ,巨 大 な 資本 を動 員 して
大 規 模 に展 開 した とい う点 にあ る⑳。
ノー フ ォー ク農 業 を 賛 美 し普 及 し た アー サ ー ・ヤ ン グは ,そ の ノー フ ォー ク
農 業 が,① 議 会 的 土地 囲 込 み では な く私 的土 地 囲込 み と くに合 意 に よ る土 地 囲
込 み(enclosurebyagreement)の実 施,② 泥 灰 土 と粘土 の施 用(useofmarland
clay),③合 理 的 な 作付 方 式 とし て の適 切 な 輪 作(pr・perr・tationofcrops)すな
わ ち 四輪 作 の導 入,④ 手 で除 草 され た 畑 で のか ぶ らの 栽 培(cultureofturnips;
handhoed),⑤ク ロー バ ー とrye-grassの栽 培(cultureofcloverandrye-grass),
⑥ 地 主 に よ る長 期借 地 契 約(longleases)の承 認 ⑦ ノー フ ォー クの 土 地 の大 農
場(largefarms)への分 割 な ど,の 諸 手段 に よ って展 開 され た こ とを記 述 し て
い るロ⑳。
アー サ ー ・ヤ ン グの 以 上 の よ うな記 述 は,ノ ー フ ォー ク農 業 の特 徴 な い しは
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その内容を適切に記 述 した ものであ るが,そ れがその ままタウンゼン ドに よっ
て考 案された ものではなか った。 アーサ ー ・ヤン グ自身 もけ っしてその よ うに
は言 っていない。す なわ ち,彼 は,か ぶ らは タル(JethroTull,1674-1740)に
よって,ク ローバーは ウェス トンに よって,泥 灰土施用は タウンゼン ドや ア レ
ンな どの大土地所 有者(大 規模耕作者でもある)に よって導入 され,活 用 された
と言 ってい る。
以上の アーサー ・ヤン グの記述は かな り不正確であ る。す なわち ク ローバー
とかぶ らの栽培法を イギ リスに導入 した人物は ウ エス トンであ り,彼 はサ リー
のサ ッ トンの領地へそれ らを導入 している。 また かぶ らについては,1650年頃
サ ァフォー クに導入 され,1670年頃 ノー フ ォー ク東部に導入 され てい る。 ク
ロ・一バーの種子 の輸入については,ウ ェス トン以前の1620年以後 オ ラン ダか
ら規則的に行なわれた⑳。
また泥灰土施用は,小 規模 ながらア レン以前に も行なわれ ていた こ とは前述
した通 りであ る。 したが って ノー フ ォー ク農業 に必要 な諸手段の導入 お よび活
用 は,上 述 した ような有名人に よって行なわれ た ものではな く,ご く一部を除
いて,大 部分はそれ以前 の無名の多 くの人 々に よって行 なわれていた。
ただ言い うる ことは,大 規模な土地囲込みを実 施 し,金 融勢力 と結びついて
巨大 な資本を背景に して,ア ーサ ー ・ヤン グが言 ってい るような種 々の諸手段
を動 員して ノー フ ォー ク農業を大 規模 に展 開した のは,と くに レイナ ムの タウ
ンゼン ドであ った と言い うる。
広大 な土地所有者や,政 府の高官ないしはそれ を経験 した ことのあ る大地主
たちは,土 地を抵 当に入れ て銀行か ら低 利 の長期借入金 を獲得す ることに成功
し,そ れ を もって 「本源的蓄積」 とくに土地囲込 みや土地 買収を行ない,ブ ラ
バ ンや フラン ドルで小規模 に行 なわれ ていた改良 された農法や,ノ ー ク ォー ク
東部 でさらに イギ リス化 した小規模改 良農法 を導入 して,よ り大規模に しか も
組織 的に展開す ることができた。
彼 らは,合 理化 された農業 への大規模 な資本投下を行な うことに よって,巨
大 な農業利潤を獲得す る ことがで きたのであ り,し か も資本家的借地農か ら巨
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額の地代を徴収す ることがで きた。 その よ うに して獲得 した利潤や地代の一部
を,土 地 囲込 みの費用や土地 買収 のために使 った り,さ らに改良農業を実 現す
るために投下 した り,商 業 や工業 のために投下 した りした。
その よ うな人 たちの代表者は,タ ウンゼン ドで あ り,彼 は,巨 大 な土地貴族
であ り,土 地囲込 みの推進者 であ り,ノ ー フ ォー ク農業 の発案者 ではなか った
が,偉 大 な推進者 であ り,大 農業経営 者であ り,政 府 高官の経験者 であ った。
政敵サ ー ・ロバ ー ト・ウォル ポール(SirRobertWalpole,EarlofOxford,1676
-1745)との対立抗争 で敗北 して,レ イナムに 引退 した タウンゼ ン ドの1730年
以前 の政治的経歴 は,オ ラン ダ駐在大使,イ ン グラン ドとス コッ トラン ドとの
合 併交渉委 員,イ ギ リス とフランス との講和条約交渉委員,ア ン女王死後の摂
政,枢 密院議長 な どの赫 々たる ものであ ったOP。,
タウンゼン ドは,彼 以前の未熟 な農業理論 に基 づ く農法 とノー フォー ク東部
におけ る小規模 ノー フ ォー ク農法 とを,彼 の 巨大 な囲込み地に老大 な資本力に
ものをいわせて本格的に導入 し,ノ ー フォー ク農業 の確立 に貢献 した代表的人
物01人 であ った と言い うる。 す なわ ち彼は,泥 灰土施用や排水 に よる土地 改
良,四 輪作な どを実施 し,休 耕地を な くし,農 耕 と畜産(と りわけ冬期飼料作物
を栽培することによって,家畜を畜舎で飼育す る場合が多 くなった)と を結びつけた。
また彼は,家 畜の畜舎で の飼育がい っそ う可能にな ったため,広 大な牧草地や
放牧地を農耕地 に転換 して穀物 と飼料 の増産につ とめた。 この よ うな農法は,
1730年か ら1760年の間 に ノー フォー ク全般 に行 き渡 り,土 地 の生産力は急速
に増大 して,土 地価格は10倍 に上 昇 した と言われ てい る。
タウンゼン ドの政 治的経歴が あ ま りに もきらびや かであ った点や,ノ ー フォ
ーク農法を活用 しての農業経 営に成功 した点ば か りを見す ぎて,彼 を ノー フォ
ーク農業の発案者 であ り,そ の農業 の重 要な諸手段 の最初の導入 者であ ると結
論づけ ることは,前 述 した ところか ら も明 らかな よ うに,誤 りであ ろ う。工}工
Plumbは,18世紀に典型的に行 なわれた ノー フォー ク農…業が1700年よ りもか
な り以前に ウ ォル ポールのHoughtonの領地 では じめ られ,そ の後彼 の農場
ρいた るところで行 なわれ てお り,彼 が1730年の政 争において タウンゼ'xド
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に敗北 していたならば,疑 い もな くかぶ らの タウンゼ ン ドは存在せず,か ぶら
の ウ ォルポールが存在 していた ことにな るであ ろ うとさえ言 って い る(と くに
1700年よりもかなり以前にウォルポールの領地でノーフォーク農業が行なわれていた点
については;ウォルポールの執事であ り.彼の父の執事でもあったジョン ・ロット(∫ohn
Wrott)の手紙からも明らかである㈱)。
アーンルが指摘 してい るよ うに ノー フ ォー クは,18世紀前半においては,イギ
リス農業 の中で重要 な歴史的役割を 占め ていなか った。む しろサ ァフ ォー クや
.エセ ックス(Essex)が18世紀前半 の イギ リス農業の中で重要 な地位 を 占 め て
いた。・ノーラ ォー クに最初に フラン ドル農法が と り入れ られた のは,ノ ー フォ
ーク東 部におい て 「開放耕地制度」 の下にあ った地条 の一枚一枚 の囲込み,す
なわ ちPiecemealenclosureによって形成 された小囲込み地にお いてであ った。
この ようなンーフ ォー クにおけ る地条 の一枚一枚 の小規模な囲込 みは,グ レイ
(H.iL.Gray)によれば,1750年以前 と くに1714年以前に行 なわれ た もの であ
る㈱。 このよ うな ノー フォー ク東部の小囲込 み地 にお いて,ノ ー フォー ク農法
を活用 した大規模な資本 主義農業を発展 させ ることは,最 初か ら限界があ った
と言 い うる。
それに対 して ノー フ ォー ク北西部においては,土 地貴族た ち は,18世 紀の
30-40年代 まで荒蕪地 や牧羊場 として放置 されていた広大な土 地 を,1730年
頃か らのたかまる農業改革運 動の中で,計 画的に,大 規模に,し か も小土地保
有地 の入 り混 じっていた ノー フォー ク東部 よ りもは るかに容易に囲い込んで ノ
ー フ ォー ク農業を現実可能な ものた らしめた⑫η。
この よ うな北西部におけ る荒 蕪地 な どの囲込みに よって,資 本主義農業 のた
め の農地を確保す る ことができたので,ノ ー オー クの農業経営におけ る平均土
地面 積は,300エー カーの大 きさに まで達 したOP。もちろん数千工一 カーにの
ぼ る広大 な土地におけ る農業経営が多数出現 した ことについては,ア ーサー ・
ヤン グの指摘を まつ まで もな く明らかである。
この ような大規模 囲込 み地は,21年の定期借地(leaseforatermofyears)
として,大 地主 か ら資本家的借地農に賃貸 し され る場合が多 かった。 ノー フォ
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一 ク農業にかかせ ない金のかかる泥灰土施用は,貧 困な農民に よる短期契約借
地 にお いては不可能であ り,大 地主直営の農地か,上 述の ような長期契約借地
に おいて可能であ った㈱。 したが って泥灰土施用は,タ ウンゼン ドや彼 と同じ
よ うな大地主 の農地においてのみ可 能であ ったのでは な く,地 主 との長 期借地
契 約を結 んだ資本家的借地農の農地 において も可 能であ った。
前述 した ところか らも明らかな よ うに,タ ル(∫ethroTull,1674-1740)は,
タウンゼン ド(ChtirlesTownshend,1674-1738)と全 くと言 っていいほ どの同時
代 の人であ り,両 人 ともイギ リス資本主義農業の成立 ない しは確立に貢献 した
人 物であ る。
タウンゼン ドが ノー フォー クの巨大 な土地貴族であ り,人 生の大半を政府高
官 として過 ごした のに対 して,タ ルは,バ ー クシャー(Berkshire)の中小地主
の 出身であ り,終 生政治に関与せずにいわ ゆるタル理 論の実践者 としての道を
歩ん だ。 彼は肥料 と くに厩肥 の利用が,農 産物 と土地 に種 々の弊害を もた らす
と考 え,こ れ らの肥料 の施用 を行 な うかわ りに,農 産物 と土地 に とって有益な
型 耕 と杷耕に よる深耕 と輪作の実施に よって,地 力を維持 しなが ら休耕地 をな
くして収穫を増 大 させ る方法を推奨 した働。
うねまき
当時におけ るイギ リスでは,播 種は,条 播=畝 蒔(planting・fseedsinr・w。r
drills,sowingindrills)ではな く散播(sowingbroadcast)が一般的であ り,耕 転
は,播 種前に1・回,休 耕中に2回 行われ るのが一一me的であ った。それに対 して
タルは,彼 自身 が考案 した四梨刀 の翠を もって播種前に少な くとも2回,さ ら
に 一型刀の翠や馬褥(horse-h・es)で播種か ら収穫 までの間に少 な くとも6回 耕
転 を行 なった。 この よ うな耕転を可能にす るために今 まで よ りも畝幅を広 くし
て,自 作の条播機(mechanicaldrills)をもって播種で きる ように したOID。
以上の よ うな タルの農法が飼料用 根菜類 の栽培に とっては,あ る程度有効に
作用 した として も,規 則的な耕転が肥料 の施用 を不 必要にす ることがで きると
い うタルの考え方は明 らかに誤 りであ った。 タルの農法の賛美者 であ るウィ リ
アム ・コベ ッ ト(WilliamCobbett)でさえ も,実 験の結果,作 物の枯凋病 の発
生 を まねいて,そ れを一般的には推奨できる ものでは なか った としてい る。
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いずれにせ よ,タ ルの推奨 してい るよ うな条播 につ いての方法は,新 しい も
のであ るどころか,菜 種(coleseedorcole),ホップ(hops),茜(madder),タ
バ コな どの よ うな価値 のある園芸作物につ いて,集 約的農耕 が行なわれ ていた
低地方諸国の小規模農地 において,以 前か ら長 い間実行 され ていた助。
よ りましな収穫 を確保す ることは別 として,条 播は,高 価 な種子を節約す る
のに役立 ったが,他 面 それ は,伝 統的 な散播法(traditionalmeth・dofsowing
broadcast)に比較 して時間がかか り,労 働 コス トが高 くつ いた。そ こで タルは,
馬褥の生産 と,一 度に畝 の間の溝を掘 る と同時に種子 を播 くこ とがで きるよう
に工夫 された播種機の生産 とに彼 の注意を向けた。播種機につ いての考えは,
け っして珍 しい ものではなか った。 とい うのは,ジ ョン ・ワー リッジ(John
Worlidge)は,タルの播 種機 につ いての発 明が行 なわれ る30年前 の1669年に
一種 の播種機 につ いてのdesignを生産 していた。 ワー リッジは。1600年頃 ガ
ブ リエル ・プ ラッツ(GabrielPlattes)によって考案 され た採種機(sowingengine)
を批判 した。 プラ ッツが考案 した機械 は,実 用化 され るためにはあ ま りに も複
雑であ った。以上の ところか らも明らかな よ うに,最 初の播種機は,か な らず
し もタルが発 明 した ものではなか った が,最 初に実用に供す る ことので きる播
種機 を考案 し組立 てた のは タルであ ることを,Pr・G・E・Fusse11は立 証 し て
い る仙。
しかし播種機 と馬褥 の一般的使用は,先 進的な農 業地帯において さえ も,19
世紀 の最初 の20年間においてほ とん ど進歩がみ られ なか った。 ウ ィリアム ・
マーシ ャルは,こ れ よ り以前には,ノ ーフ ォー ク東 部には,多 分,播 種機 も馬
褥 も存在 しなか った し,horse・rakeはほ とん ど存在 しなか った とみているas。
アーサー ・ヤン グは,当 時において機械 と くに播種機 は求めに くか った し,技
術的 な欠陥を もってお り,し か もと くに湿 った重質 壌土に とって不 向きであ っ
た ので,手 作業 の継続はかな らず しも不合理 ではなか った とい っている倒。
タルの考案 した無施肥 ・輪作の農法や それを実現す るための播種機が ほ とん
ど採用されなかったが,タ ウンゼンドはかぶらに対するタルの栽培方法を若干
採用している凡 すなわちかぶら栽培における広畝幅 ・薄播の方法を採用して
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い る。 アーンル もタルの他の農法につ いては推奨 していないが,か ぶら栽培に
おけ るタルの方 法が見事であ った ことを指摘 してい る働。
ノー フ ォー クの トーマス ・コー ク(ThomasCoke,1754-1842)は,土地貴族
で あ り,ホ イッグ(Whig)党に所属す る下院議員であ ったが,ノ ー フォー クの
ホー カム(Holkham)の領地に模範 農事試験場 を建設 して,終 生,各 種 の農業
改 良を行 ない.新 しい野菜や飼料用作物の栽 培,小 麦 の栽培,条 播機 の 発明
(実は改良),家畜の飼育 の改善な どを行 なった。 とくに コー クは,借 地農 との
厳格な耕作契約を含む21年 の長期間にわた る農地賃貸制度,条 播機に よ る播
種 法,家 畜 を飼 育す るために必要 な油粕(oil・cake)の使用法な どを導入 した り,
飼料用作物 としてのsainfoinの価値を 明らかにした りして,ノ ー フォー ク北
西部の砂質壌土 に ノーフ ォー ク農法を と り入 れた㈱。
コー クが ノー フォー ク農法に基 づ く農業 を決意 した1778年か ら,彼 が 死 去
した1842年まで の間,彼 は,た えず新農業 運動の指導 的位置 にあ っ た。Dr.
Rigbyは,1816年にホー カムにおけ る コー クの領 地 の年間地代は,1776年の
2,200ポン ドから1816年の20,000ポン ド,す なわち約9倍 に増大 した と言 っ
ている09。
19世紀 の最初の数十年 間,す なわち コー クが最初のn一 ド・レス ター(Lord
Leicester)の時代には,21年 間にわた る定期借地契約が一・ma的に行なわれ てい
たua。コー クは,借 地農に対 して,21年間にわた る長期賃貸契約を 申し出 るこ
とに よって,農 業 改善事業を行な ってい る彼 らのエネルギー と経済的支 出に対
す る報酬 を保証 した。 ただ し借地契約が満了にな る2年 前には,借 地 農は,新
しい地代を コー クか ら知 らされ,土 地契約更新 料を徴収 され た⑳。
大農場におけ る輪作への クローバ ーやかぶ らの採用 は,コ ー クの時代以前に
さかのぼ りうるが,彼 は,農 業改善事業のために豊 富な資金 の投資を継続 した。
す なわち彼は,多 額の資本を動員 して,彼 の土地 に泥灰土や粘土 の施用を行な
った り,大 量の肥料を購入 した り,小 麦 やかぶ らを条播 した り,sainfoinやク
、ローバーを栽培 した り,家 畜を飼育 して3倍 に殖や した りした。彼は,農 業 と
畜産業 とを結合 した混合 農業 を展開 していた。 この よ うな当時の混合農業にお
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まぐさ
いては,フ ラソ ドルの格 言(Flemishmaxim)が有効に作用す る。すなわ ち 「秣
が なければ,家 畜が飼 えない。 家畜を飼わ なければ,肥 料が ない。 肥料がなけ
れば,収 穫を うることがで きない 。」("Pointdef・urrage,p・intdebestiaut;sans
bestiaux,aucunengrais;sansengrais,nullerecolte.,,``Nokeep,nolivestock;without
stock,no・nanure;withoutmanure,nocrops't.en)とい うこと1こな る。
この よ うな格言を,当 時の ノー フ ォー ク農業が行なわれ ていた時代 にあわせ
て表現すれば次の よ うになるであろ う。すなわち 「クローバー とかぶ らを栽培
'しなければ,牛 や羊を飼 うことがで きない。 牛や羊を飼わ なければ,厩 肥を う
ることがで きない。厩 肥を うる ことができなければ,小 麦や大麦やその他 の作
物を収穫す る ことがで きない」 とい うことにな るであろ う。 以上の格 言は,当
時の混合農業 の実情 を適切 に表現 してい るよ うに思われ る。 また ノー フ ォー ク
の格 言に もあ る通 り,当 時の農業においては,厩 肥すなわ ち 「汚物は金銭の母
であ る」("muckisthemotherofmoney".)とい うことにな り,そ れは農業生産
の中で もっとも重要な要因であ った。
コー クは,新 し く発見 された り発 明された りした ものを使用す ることに よっ
て,多 くの利益 を獲得 した。す なわ ち彼は,油 粕 のよ うな人工的飼料を ノー フ
ォー クに導入 し,そ れ を根菜類 なかんず くかぶ らとともに ノー フォー ク農場に
もち込んだ。 これ に よって家畜の畜舎内飼 育(stall・feeding)が可能存こな ったが,
彼は,そ の場合 の実例 を一般に公 開す るとともに,必 要な忠告を近隣の農民に
与 え ることな どに よって,家 畜 の畜舎内飼 育をよ り広 汎にしか も大規 模に実行
させ る こととな った。
コー クは,タ ルの農法におけ る誤 りを是正 しなが ら,し か も産業革命期にお
け る機械技 術を参考に しなが ら,よ り合理 的な農業機器の考 案 と導入 とに貢献
した と言え る姻。 コー クは,ア ーンルに よれば,資 本家的借地農に,よ り多 く
の資本 とよ り多 くの労働を土地に投入す ることを奨励 し,し か もすべて の新 し
い発明 と発見 の利益を彼 らが うることがで きるようにi援助した。3,000エ・一…カ
ーの穀 作地 におけ る彼の条播機 を使用 して の農業実験は,そ れが時間を節約 し,
種子 を節約 し,一 定 の深 さでの播種を可能に し,し か も土地の清掃を便利にす
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るとい う効用 のあるこ とを確 認 した。 その結果,彼 は,1エ ー カー当 り1ブ ッ
シ ェルの種子 を節約 し,1エ ー カー当 りの生産量を12ブ ッシ ェルに まで増 加
させた と考 えた。 コー ク自身の成功的経験の結果につ いては,隣 人の農民たち
に公表 され た。 しか も彼は,か ぶ らや小麦 の条播 の実行 と,sainfoinやスエー
デソかぶ ら(swedishturnips,swedes)やmangel-wurzel(かぶらの一一Pt)や馬鈴
薯な どの効用 について ノーフ ォー クの農民たちに宣伝 し,注 意を喚起 した⑭。
コー クが従来 からの播種法であ った散播 からタルの条播法 を改善 した新 しい
条播法に よって播種を開始 したのは,1784年頃 から1792年頃 までの間におい
てであ り,1800年頃には,穀 物につ いてはそ の転換 を終了し,か ぶ らについ
ては新 しい播種法を開始 したば か りであ った。 コー クに よる条播機の改良 と条
播法の普及は,産 業革 命期 におけ る穀物やかぶ らの生産を ノーフ ォー ク農業 の
下で急速に増大せ しめ ることとなった。
また コー クは,新 しい種類 の家畜 を導入 した り,家 畜 の品種改良な どに も努
力 してい る。 コー クは,兎 の ような背中を もった従来 からの ノー フ ォー ク産 の
羊にかわ って,そ の地 方におけ るSouthdownsheepを確定的存 在たらしめた
点において重要な役割 を演じた 。また彼は,デボン種の牛(Devonbreedofcattle)
を導入 して飼育 してお り,そ してサ ァフォ 一ーク種の豚(Suffolkbreedofpigs)
に特別に イタ リアのナポ リか ら輸入 した豚 をかけ あわせて,品 種改良を行 なっ
ている姻。
(4)ノーフォーク農業の限界と高度集約農業の必要性
18世紀中葉におけ る ノー フ ォー ク農業 の時代におい ては,労 働 力が きわ め
て低廉 であ ったために農業におけ る機械 の使用はあ ま り重 要では な く,む しろ
穀物やその他の農作物 の生産や畜産物の生産に もっとも関係の深 い土地改良や
小麦一 かぶ ら一大麦一 クローバーな どの順序で の四輪作 の長期的維持 とい うこ
とが もっとも重要視 されていた。
土地改 良 とい うことについては,砂 質壌 土の土地の多い地方では泥灰土や粘
土の施用,粘 土質 の重質壌土 の地方では効果 的な排水設備(effectivedrainage)
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の開発 ・設置 な どが重要視 され,さ らに適切な土地 の手入れ(suitabZesoildress-
ing)や施肥な ど とい うことが重要であ った。 と くに粘土 質の土地 の状態を改善
した り,よ り作業が しやす い状態 にす るために,よ り効果的 な排水設備の導入
が必要不可欠 であ った(こ の点については,ノ ーフォーク農業の時代よりも高度集約
農業の時代になるにつれて,い っそ う重要視されることになる)。さらに土 地 の肥 沃
度 の維持 ・増大 とい うことと関連 しながら,混 合農業 の効果を増大 させ るため
の四輪作 の長期的維 持 とい うことについては,ク ローバーやかぶ ら(家畜にとっ
・て重要な飼料であり,それによって飼育された家畜の糞は農産物の重要な肥料とな ると
い う意味において,ノ ーフォ・Lク農業の原点であ り,もっとも重要な要因であった)の
正常 な栽培 とい うことが必要 であ った。
ところが,ア ーサー ・ヤン グが ノー フォー クに最初に旅行 した1768年にお
いて さえ も;ク ローバー とかぶ らの病気が発 生して深刻 な農業 問題をひきお こ
していた。 と くにかぶ らは天候 の急変に よって損害を受け ることが多 く,そ の
収 穫 はあてにな らなか った。 また その損害 は排水設備 のおそ まつな土地におい
てひ どか った。 そ こで病害 に強 いsaihfoinや紫馬肥(lucern,alfalfa)すなわち
クローバ ーにかわ るものを使用 した り,し か もかぶ らに かわ る丈夫で越冬性の
スエーデンかぶ らやmangel・wurzelを導入 した りして,輪 作に変化 を もたせ
る ことが 当時 としては必要であ った。
穀 物やかぶ らな どにおけ る,よ り合理的で確かな生産を行な うために,条 播
機,中 耕機,肥 料散 布機,そ の他 の農具 の改 良 と導入が,産 業革命の進行 とと
もに盛んにな った。 さらに この時期にな ると小麦や肉などに対す る生産指 向が
増 大 した。 しか し ノー フ ォー ク農業においては,機 械の改良や採用 も不十分で
あ り,豊 富に存在 した安 い労働力に依存す る傾 向が顕著であ った。 また今 まで
よ りは多 くの農畜産物が 生産 され る ようになったが,土 地改良や農畜産物 の品
種の改良 も不十分 であったために,思 うよ うな量の小麦 と肉の生産に よって十
分な経 済的成果 をあげ る ことがで きなかった。
したが って当時 の農業 とくにナ ポレオン戦争後 の農業は,ノ ーフ ォー ク式 の
新農法 を導入 して も,そ れが 中途半端な ものであったために,穀 物の低価格 に
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よる所得 の減少すなわ ち利潤や地代の減 少を防 ぎえなか った。そ こで農業所得
の減 少を防 ぎ,し か もそれを増大せ しめ うるよ うな,よ り大規模な土地 の集中
に基づ く大規模農業の形成 と,そ の下での よ り大量 の資本の投入に基づ くよ り
近代的な農業経営が展開 され る必要があ った。
産業革命 が一応完了 した1830年代になる と,以 上の ところか らも明 ら かな
よ うに,ノ ーフ ォー ク農業 の内部的行詰 りや不十分 さが明 らかにな り,そ れ ら
を克 服 して当時の低穀物価格時代に対応で きる農業 に ノー フ ォー ク農業をたか
め る必要性 が生 じた。 その ような農業 の発 展のためには,い っそ うの土地 改良
な どを中心 とした集約的農業 の推進に よる農 畜産物 の最大限の増産が必要であ
った。そ こで農業への よ り多 くの資本投入に よって,農 業 改善事業を行な うこ
とに よって,よ り多 くの農畜産物を増 産す ることが可 能な農業,す なわち高度
集約農業を,当 時 の大土地所有者や資本家的借地 農は実現す ることとなった。
高度集約農業は,大 規模な耕作に適 してい る保 有地 の資本家的占有者に よって
支配 され ていた地域において普及す るにいた った㈲。
ノー ブォー ク農業 は,技 術的には未熟 であ り,高 度集約農業 の先駆形態 であ
ったが,明 らかに資本対賃労働の生産 関係を内包 した資本主義農業であ り,資
本主 義的商 品生産の一翼 を担 ってお り,明 らかに農業 において剰余価値生産を
遂 行す る生産方式をす でに とっていた。前 者は,後 老 と質的には 同じものであ
り,し か も後者へ の過渡的形態 であ った と言い うる。
よ り多 くの資本 の農業への継 続的投入 に よって,農 業 の大規模化が もた らさ
れ,そ れ に伴 って農業 労働 の協業 と分業が進 展 し,さ らに農業労働 の恒常化が
進展す る。 さらに農繁期だけの臨時の 日雇労働だけでは な く,小 麦,大 麦,ク
ローバー,か ぶ らな どの恒常的生産 のために,ま た家 畜の恒常的飼 育のために,
さらに泥灰土や粘土の施用 のために,ま た また排水設備 や道路 の建設 ・修理 な
どのために比較的恒常化 した大量 の労働が必要 になる。農業資本は,完 全 に賃
労働 に依処す ることになる。 農業 におけ る資本主義的生産関係は,恒 常的でし
か も確定的な もの とな る(そ うは言 うもののノーフォーク農業の時代や高度集約農業
の初期の時代においては,農 業独特の不安定な季節的臨時雇いの労働に,よ り多 く依存
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していたことをみのがすわけにはいかない。その後の資本主義農業の時代においても,
農業の季節的性格を排除することができなかったために臨時雇いを排除することが でき
なかったばかりではなく,恒 常的労働を増大させるかたわら臨時雇いに依存せざるをえ
ない状態が続いた。恒常的労働の使用にせよ,季 節的労働の使用にせよ,資本対賃労働
の生産関係は,ノーフォーク農業の登場以後確定的なものとなり,次 の高度集約農業の
時代においてより明確なものとなった)。
農耕地 に対す る泥灰土や粘土 の施用,排 水設備や道路 の建設 ・修理 な どの作
業は?土 地に対す る資本 の投下量を絶対的 に増加 させ る ことになるが,土 地の
づ
生産 力を増大 させ,資 本 の生産 力を増大 させ ることとな る。 さらに四輪作の導
入に よって,休 耕地が完全に排 除 され て,土 地の継続的利用体制が確立 し,同
一土地 面積に対す る資本の投下量が確実に増大す るかわ りに,農 業生産物は絶
対的に増大 して,農 業資本の獲得す る利潤は確実に増大す る⑰。
ンー フ ォー ク農業は,大 規模 資本主義農業 として存立す る ことに よって,中
小農民経営を生産 ・流通 の面において圧倒 す る。 ノー フォー ク農業 の遂行者た
ちは,よ り完全な資本主義農業 の実現に よって地代 の増収 と農業 利潤 の増大を
はかることがで きる。 しか しそのためには,ノ ー フ ォー ク農業は よ り大規模な
土地 を確保す る必要があ った。 ノー フォー ク農業 の最大 の障害は,「 開放耕地
制度」 の残存 と小農 民的土地所有の残存であ った。 これ らの障害を と りのぞ く
ための最後 の作業,す なわ ち第2次 土地 囲込み,と くに 「議会的土地囲込み」,
が,大 工場制度が定着 して小工業が排除ないしは前者に再編成 されて行 く過程
'であ る産業革命期に,と くに進展せ しめ られ ることとな った。 ノーフ ォー ク農
業は,そ の発展 に とっては,従 来 からの土地 制度に終止符を打つため の最終的
な土地囲込みの進展を必要 とし,そ れの完成をテ コに して高度集約農業に転化
す る。
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